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文

1. 緒　言

　ABS (Acrylonitrile Butadiene Styrene)樹脂は汎用性プラス
チックとして，家電，日用品や自動車部品などに幅広く利
用されている。特に，耐衝撃性や寸法安定性に優れ，加工
精度を要求される部品に多用される。しかしながら，耐候
性に劣るため，外装部品には塗装やめっきが必須となる。
このめっきを施す前処理工程中で，最も重要な処理がエッ
チング（表面粗化）である。現状，発癌性物質の 6価クロ
ムを含む無水クロム酸と硫酸の高濃度混合溶液が約半世紀
前から世界的に使用されている。このエッチング液によ
り，樹脂表面に数～十数 μmの孔が多数形成され，そこに
めっき液が浸透し，めっき金属の成長により孔内を充填す
ることで，樹脂とめっき金属間に物理的なアンカー効果を
生じ，良好な密着性が得られる 1)。この有害物質を含むク
ロム酸エッチング液の廃液・排水が環境汚染問題を引き起
こす可能性が高く，6価クロムは排水基準が厳しいので廃
水処理コストに大きな負荷が掛かる。特に，欧州連合 (EU)
の規則である REACHでは，長期的に最も危険有害とされ

る物質は，より低いものに置き換えなければならず，高懸
念物質である 6価クロムはその最たるものである 2)。
　したがって，有害物質を含まないエッチング液の代替が
喫緊の課題である。このエッチングの代替法には，酸性過
マンガン酸処理法 3)，オゾン濃度 40–150 mg/dm3のオゾン
水処理法 4)，オゾン濃度 50 g/dm3の微小気泡オゾン法 5)な
どが報告されている。しかし，前者は，クロム酸と同様に
強力な酸化剤であり，高温使用とミスト飛散が課題であ
る。一方，後二者はオゾン製造装置が高価で，作業環境の
問題などに難点があり，ブレークスルーが出来ていない状
況である。
　過去，われわれは有害な 6価クロムフリーの TiO2光触媒
および UV処理法 6)，大気 UV処理法 7)，ラジカル水処理
法 8)およびマイクロ・ナノバブル低濃度オゾン水処理
法 9),10)など環境配慮型のエッチング法を提案している。本
誌へ投稿した手法 6)では，TiO2微粒子の極微量残渣による
悪影響が考えられたので，大気下でのUV処理法を考案し，
密着強度は同等のまま処理時間の短縮を達成した 7)。しかし
ながら，UVによる処理は板状やフィルム状のものには優

*関東学院大学総合研究推進機構（〒 236-8501　神奈川県横浜市金沢区六浦東 1-50-1）
**関東学院大学材料・表面工学研究所（〒 236-0004　神奈川県横浜市金沢区福浦 1-1-1）
***関東学院大学大学院工学研究科（〒 236-8501　神奈川県横浜市金沢区六浦東 1-50-1）
****ヱビナ電化工業株式会社（〒 144-0033　東京都大田区東糀谷 5-22-13）
*Kanto Gakuin University Research advancement and management organization (1-50-1, Mutsuurahigasi, Kanazawa, Yokohama, Kanagawa 236-8501)
**Kanto Gakuin University Materials and Surface Engineering Research Institute (1-1-1, Hukuura, Kanazawa, Yokohama, Kanagawa 236-0004)
***Department of Industrial Chemistry, College of Engineering, Kanto Gakuin University (1-50-1, Mutsuurahigasi, Kanazawa, Yokohama, Kanagawa 236-8501)
****Ebina Denka Kogyo Co.,Ltd. (22-13, Higashikojiya 5-Chome, Ota-ku, Tokyo 144-0033)

　概要　ABS樹脂のための高密着めっき法を有害な 6価クロムの代替に低濃度オゾンを使用して研究した。ABS樹脂は低濃
度オゾン水（＜2 ppm）とウルトラファインバブルにより改質され，約 1 kN/mの高い密着強度が 30分処理で得られた。6価
クロム含有の従来のエッチング処理と対照的に，面倒な廃液処理は必要ない。したがって，本処理は近い将来，新しいサステ
イナブルな技術として適合するだろう。

Abstract
A high-adhesion plating process for ABS resin was studied using a low concentration of ozone instead 

of using harmful hexavalent chromium. ABS resin can be modified by ultrafine, ozone-containing bubbles 
dispersed in water (<2 ppm). A high adhesion strength of approximately 1 kN/m was obtained when treated 
for 30 min. In contrast to the conventional etching processes containing hexavalent chromium, it is not 
necessary to apply a problematical wastewater treatment. 

Accordingly, this treatment could be used as a new sustainable technology in the near future.
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